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「夢、無限大」感動おばま

【表紙】若狭牛の入牧式（上田）

特 集

いろいろな
人 の 声 を
地域活動に
生 か そ う

男女共同参画で地域活動を



　

ま
た
、
現
在
活
動
し
て
い
る
社
会
活
動

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、「
町
内
会
の

活
動
に
参
加
し
て
い
る
」
と
答
え
た
女
性

は
、
男
性
に
比
べ
割
合
が
か
な
り
低
く
な
っ

て
い
ま
す
（
平
成
27
年
小
浜
市
男
女
共
同

参
画
社
会
に
向
け
て
の
市
民
意
識
調
査
）。

こ
の
こ
と
か
ら
、
世
帯
主
で
あ
る
男
性
が

地
域
活
動
に
出
席
す
る
と
い
う
慣
例
や
、

地
域
の
こ
と
は
男
性
、
家
庭
の
こ
と
は
女

性
と
い
う
「
性
別
役
割
分
担
意
識
」
が
強

い
と
言
え
ま
す
。

　

２
０
６
０
年
に
は
、
人
口
が
２
０
１
０

年
の
約
60
％
に
な
り
、
15
歳
以
上
65
歳
未

満
の
生
産
年
齢
人
口
は
約
50
％
に
、
15
歳

未
満
の
年
少
人
口
は
約
42
％
に
な
る
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
未
来
が

訪
れ
た
と
き
に
、
ど
れ
だ
け
地
域
を
支
え

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　

地
域
活
動
や
ま
ち
づ
く
り
は
、
現
在
、

団
塊
の
世
代
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て

い
る
た
め
担
い
手
が
多
い
時
期
で
す
。
一

方
、
こ
れ
か
ら
高
齢
化
が
進
み
若
年
人
口

が
減
少
し
て
く
る
と
、
地
域
活
動
を
支
え

る
人
が
少
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た

め
、
今
後
は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
地
域

に
住
む
み
ん
な
で
対
応
し
な
け
れ
ば
、
地

域
生
活
が
維
持
で
き
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

私
た
ち
の
住
む
地
域
を
次
世
代
の
担
い

手
へ
と
つ
な
ぎ
、
持
続
的
に
地
域
を
運
営

し
て
い
く
た
め
に
、
今
か
ら
で
き
る
こ
と

に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

地
域
活
動
へ
の
女
性
参
画
の
現
状

　

現
在
、
地
域
活
動
の
担
い
手
は
男
性
が

中
心
で
す
。
区
長
（
自
治
会
長
）
に
占
め

る
女
性
の
割
合
は
小
浜
市
で
は
０
・
７
％

（
福
井
県
は
２
・
６
％
）
で
、全
国
平
均
の
５
・

７
％
を
下
回
っ
て
い
ま
す
（
平
成
30
年
度
）。

持
続
的
な
自
治
会
・
地
区
運
営
の
た
め
に

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
、
ど
う
す
れ
ば
持
続

的
な
自
治
会
・
地
区
運
営
が
で
き
る
か
を
話

し
合
い
、
そ
の
中
で
「
一
部
の
人
に
役
割
が

集
中
し
す
ぎ
て
い
な
い
か
。
女
性
や
若
者
な

ど
新
た
な
担
い
手
が
参
加
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
男
性
も
女
性
も
対
等
な
立
場
で

地
域
活
動
に
参
画
し
、
責
任
を
分
か
ち
合
う

こ
と
で
、
よ
り
活
発
的
な
地
域
活
動
が
展
開

さ
れ
、
地
域
が
活
気
づ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
多
様
な
担
い
手
で

地
域
活
動
を
行
い
、
み
ん
な
で
役
割
を
分
担

す
る
こ
と
で
、
持
続
的
な
地
区
運
営
を
実
現

さ
せ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会

　
「
男
女
が
、
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と

　

し
て
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会

　

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動
に

　

参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
、
も
っ

　

て
男
女
が
均
等
に
政
治
的
、
経
済
的
、

　

社
会
的
お
よ
び
文
化
的
利
益
を
享
受

　

す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
共
に
責

　

任
を
担
う
べ
き
社
会
」
の
こ
と
で
す
。

　
（
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
第
２
条
）
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男女共同参画  　  まちづくり いろいろな
人 の 声 を
地域活動に
生 か そ う
ー男女共同参画で地域活動をー■問い合わせ　市民協働課☎ 64・6009

女
性
の
参
画
は
地
区
に
と
っ
て
も
有
益

男
女
に
関
わ
ら
ず
、ひ
と
り
の「
人
」と
し
て
発
言
で
き
る
地
域
に

　

中
名
田
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
足

り
な
い
も
の
を
考
え
た
と
き
に
、
保

守
的
な
中
山
間
地
域
の
特
性
で
、
地

区
運
営
は
男
社
会
で
あ
り
、
女
性
の

要
素
が
足
り
な
い
こ
と
に
気
が
付
き

ま
し
た
。
地
域
社
会
を
構
成
す
る
半

分
は
女
性
で
あ
る
の
に
、
こ
の
ま
ま

で
は
い
け
な
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
協
議
会
で
は
女
性
参
画

の
推
進
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

参
画
し
て
も
ら
う
に
は
、
女
性
の
負

担
を
増
や
さ
ず
に
、
ま
ず
は
「
集
ま

れ
ば
楽
し
い
」
と
感
じ
て
も
ら
う
こ

と
か
ら
。
そ
し
て
、「
こ
ん
な
こ
と

を
や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
よ
う
な

ア
イ
デ
ア
が
出
て
く
る
た
め
の
環
境

吉
武　

平
成
27
年
の
協
議
会
発
足
時

に
、
当
時
の
会
長
に
誘
わ
れ
て
泉
本
さ

ん
と
入
会
し
て
以
来
、
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。内
外
海
地
区
で
は
以
前
よ
り
、

会
合
な
ど
で
女
性
の
参
加
率
が
高
く
、

民
宿
業
を
営
む
家
が
多
い
こ
と
か
ら
、

女
性
の
パ
ワ
ー
や
実
行
力
が
高
い
地

域
性
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

泉
本　

協
議
会
活
動
で
は
、
普
段
の

生
活
で
は
会
え
な
い
人
と
出
会
え
る

こ
と
が
魅
力
で
す
。
自
分
と
は
異
な

る
考
え
方
な
ど
を
学
べ
る
機
会
も
多

く
、
勉
強
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
会

議
な
ど
で
は
意
見
を
前
向
き
に
受
け

入
れ
て
も
ら
え
る
の
で
、
発
言
し
や

す
く
今
ま
で
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
地
域
づ
く
り
と
は
人
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
尽
き
る
た
め
、
人
と
人

の
つ
な
が
り
の
良
さ
を
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
で
す
。
性
急
に
成
果

を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
緩
や
か
に

で
も
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
理
解
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

今
後
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
地
区

を
持
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
女

性
の
柔
ら
か
な
発
想
や
意
見
が
貴
重

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
、

男
女
で
は
感
覚
の
違
い
が
あ
り
、
女

性
が
入
る
こ
と
で
地
域
づ
く
り
に
良

い
効
果
が
あ
り
、
そ
れ
が
地
区
に
と
っ

て
有
益
な
も
の
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

吉
武　

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
・
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
や
短
歌
大
会
な
ど
の
活
動
を

通
じ
て
、
素
敵
な
出
会
い
を
大
き
く

広
げ
て
い
け
る
と
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
よ
り
女
性

１
人
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
充
実
し
た

活
動
が
で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

泉
本　

男
女
に
関
わ
ら
ず
、
良
い
意

見
を
持
っ
て
い
る
人
は
い
ま
す
。
そ

の
違
う
視
点
の
意
見
も
大
事
に
し
て
、

伸
び
る
芽
を
摘
ま
ず
に
受
け
入
れ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域

の
た
め
の
活
動
に
「
女
性
」
の
意
見

だ
か
ら
求
め
る
と
い
う
こ
と
で
な
く
、

ひ
と
り
の
「
人
」
と
し
て
発
言
で
き

る
地
域
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

田村のゆめづくり協議会  副代表

岡
おか

 登
と し ろ う

志郎 さん（53 歳・上田）

内外海まちづくり協議会  副会長
写真右／吉

よしたけ

武 みどり さん（60 歳・甲ヶ崎）
写真左／泉

い ず も と

本 桂
け い こ

子 さん（45 歳・阿納尻）

地域を支える 人の声 それぞれの地区で精力的にまちづくりに参画する人たちにインタビューしました

　
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識

　

一
般
的
に
「
男
は
仕
事
、女
は
家
庭
」

　

と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
人
ひ
と

　

り
の
個
性
や
能
力
に
関
係
な
く
、
性

　

別
に
よ
っ
て
役
割
を
分
担
す
る
こ
と

　

が
当
然
な
ど
と
す
る
固
定
的
な
意
識

　

の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
こ
の
意
識
に
気
付
き
、
男

　

性
も
女
性
も
互
い
の
能
力
を
発
揮
し

　

合
い
、
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
う

　

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
私
た
ち
の
意

　

識
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
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※第 4 段階から 13 段階までは軽減対象外のため変更なし

【介護保険料】

低所得者の介護保険料を一部改定
65 歳以上の皆さんへ

所得段階 所 得 段 階 の 基 準 保険料月額 
（　）は変更前

保険料年額
（　）は変更前

第 1 段階 生活保護受給者、世帯全員が市民税非課税の老齢福祉年金受給者、世帯全員が
市民税非課税で前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80 万円以下

2,350 円
（2,820 円）

28,200 円
（33,840 円）

第 2 段階
世帯全員が

市民税非課税

前年の課税年金収入額と前年の合計所得金額の合計が
80 万円超 120 万円以下

3,600 円
（4,380 円）

43,200 円
（52,560 円）

第 3 段階 前年の課税年金収入額と前年の合計所得金額の合計が
120 万円超

4,550 円
（4,700 円）

54,600 円
（56,400 円）

第 4 段階 世帯の誰かに市
民税が課税され
ているが、本人
は市民税非課税

前年の課税年金収入額と前年の合計所得金額の合計が
80 万円以下 5,640 円 67,680 円

第 5 段階 前年の課税年金収入額と前年の合計所得金額の合計が
80 万円超 6,270 円 75,240 円

第 6 段階

本人が
市民税課税

   前年の合計所得が 120 万円未満 7,210 円 86,520 円

第 7 段階    前年の合計所得が 120 万円以上 200 万円未満 7,830 円 93,960 円

第 8 段階    前年の合計所得が 200 万円以上 300 万円未満 9,400 円 112,800 円

第 9 段階    前年の合計所得が 300 万円以上 500 万円未満 10,650 円 127,800 円

第 10 段階    前年の合計所得が 500 万円以上 800 万円未満 11,590 円 139,080 円

第 11 段階    前年の合計所得が 800 万円以上 1,000 万円未満 12,540 円 150,480 円

第 12 段階    前年の合計所得が 1,000 万円以上 1,500 万円未満 13,480 円 161,760 円

第 13 段階    前年の合計所得が 1,500 万円以上 14,420 円 173,040 円

グリーンカーテン
コンテスト
2019

20 歳の門出・成人式を
自分たちのアイデアで
盛り上げてみませんか

市内で「グリーンカーテン」を設置して
いる個人または団体
① 家庭部門
② 団体部門
９月 13 日㊎
カーテンの出来栄え、工夫点、効果な
どについて評価
各部門ごと  最優秀賞　１本
                     優秀賞　　２本
                     特別賞　　２本

申込書に写真を添付（３枚程度）したう
えで、メール・郵送・窓口のいずれかの
方法で下記まで提出
※申込書は市公式 HP もしくは担当課窓口
　に設置

〒 917-8585
小浜市大手町 6-3  小浜市役所  環境衛生課

【FAX】53・1016
【Mail】kankyoueisei@city.obama.fukui.jp

■問い合わせ　環境衛生課☎ 64・6016
■問い合わせ　高齢・障がい者元気支援課☎ 64・6014

■問い合わせ・申し込み   生涯学習スポーツ課☎ 64・6033

応募対象

応募部門

審査方法

表彰

応募方法

応募期限

自慢のカーテンを大募集！

　省エネや温暖化防止に役立つ「グリーンカーテン」の

コンテストを実施します。家庭で、事業所で、みなさん

が取り組んだ自慢のカーテンをぜひ応募してください。

　介護保険は、誰にでも起こり得る「介護」について、
社会全体で支えるための制度です。国や市などの公費
とともに、皆さん一人ひとりが納める「介護保険料」
を財源として運営されています。
　令和元年 10 月に予定されている消費税率の引き上げ
に伴い、本年度から第 1 段階から第 3 段階までの保険
料を以下のとおり軽減しました。

　市では、成人式の企画運営に参加する実行委員
を募集します。
▶対象　令和 2 年成人式対象者
▶募集期限　8 月 30 日㊎
※ 9 月中旬から 5 回程度、企画運営会議を開催
※会議に参加できなくても、当日だけのスタッ
　フとしてステージ補助をする人も歓迎

　成人式を下記のとおり開催します。市外に
住んでいる人や市に住民登録がない人でも参
加できますので、該当する人は事前に申し込
んでください。

▶とき　令和 2 年 1 月 12 日㊐ 13 時 30 分〜
　　　　（13 時〜受け付け）
▶ところ　文化会館（大手町）

▶対象　平成 11 年 4 月 2 日〜 12 年 4 月 1 日
　　　　生まれの人
▶申込期限　12 月 4 日㊌

※市に住民登録がある人は申し込み不要
※市に住民登録がある人、市に住民登録がなく
　期限までに申し込みをした人には、式当日の
　案内などを送付（12 月中旬ごろ）

成人式はふるさと小浜で
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野犬から幼児を身をていして守った娘「綱
つな

」の生涯を
地元住民が小学生に読み聞かせ（北塩屋・7 月 7 日）

国分文化財愛護少年団の発足 50 周年を祝う式典
に国分・竜前の団員 11 人が出席（国分・6 月 30 日）

若狭東高校の 2 年生 150 人が企業や事業所など
で3日間かけて仕事を体験（若狭消防署・7月3日）

せいわ箸店から市に結婚・出産記念用として夫婦箸 120
セット・子ども用箸 200 膳が寄贈（市庁舎・6 月 14 日）

「おばま浜参道よさこい」で県内外の８チーム約
200 人が舞を披露し観客を魅了（白鬚・7 月 7 日） 子どもまつり嶺南大会が開かれ嶺南 6市町か

ら小学生約 60人が参加（食文化館・7 月 6 日）

松永地区の住民が手紙や写真など約 80 点をタイム
カプセルに入れて埋設（旧松永小学校・6 月 23 日）

心優しき少女をしのぶ

今後の活動に決意新たに

「将来への道」歩み進める

結婚・出産を地元の箸で祝福

風情ある町並みを背に勇壮に舞う 小浜の食と伝統工芸に触れる

生活に密接した地下水への学び深める

30年後の「松
まつながびと

永人」へのメッセージ

Photo フォトニュース

News小浜小学校の 4 年生が「地下水学習プログラム」の
モデル校として地下水について学ぶ（津島・6 月 17 日）

市学童野球大会に市内 5 チーム約 100 人の小学生
が参加し熱戦を繰り広げる（総合運動場・7 月 6 日）

チーム一丸となって優勝を目指す

北陸新幹線小浜・京都ルート建設促進同盟会が大阪ま
での早期全線開業を求めることを決議（白鬚・6月22日）

山頂目指して大たいまつ担いで駆ける

１日も早い全線開業を

京都市の参加店舗の一部で１カ月間「小浜よっぱらいサバ」
の特別メニューを提供することを発表（京都市・6 月 20 日）

８月に開催「京都レストランサマースペシャル」

愛宕神社の例祭で伏原区の男衆約40人が大たい
まつを担いで急斜面を登る（後瀬山・7 月 13 日）
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小浜市役所
〒 917-8585 小浜市大手町 6-3
☎ 0770-53-1111( 代 )
FAX 0770-53-0742( 代 )
HP https://www1.city.obama.fukui.jp/ 

市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします

くらしの情報
まちの駅「旭座」イベント情報

※ 8月予定の主なものをお知らせします

■盆踊り大会
　夏の風物詩、盆踊りをみんなで楽し
みましょう。手本となる踊り手も参加
するので、初めての人でも安心して参
加できます。野外ライブも同時開催。
キッチンカーも来場。荒天中止。
　▶とき　8 月 10 日㊏
　▶内容　16 時〜 18 時　野外ライブ
　　　　　18 時〜 20 時　盆踊り
　問まちの駅☎ 52・2000

■第 10 回旭座上方落語会 
　▶とき　8 月 25 日㊐ 14 時〜
　▶出演　笑

しょうふくてい

福亭鶴
かくしょう

笑、月
つきてい

亭文
ぶんと

都、桂
かつら

　　　　　文
ぶんか

華、笑
しょうふくてい

福亭喬
きょうすけ

介
　▶料金　前売 2000 円、当日 2500 円
　　　　　小中高生 1000 円
　　　　　※未就学児は入場できません
　問まちの駅☎ 52・2000

※ 13 日㊋は臨時営業します

イ
ベ
ン
ト

くらしの情報

　

小
浜
で
取
れ
る
魚
の
姿
を
も
と
に
、
磁

石
な
ど
を
使
っ
た
魚
釣
り
の
お
も
ち
ゃ
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き　

８
月
３
日
㊏
①
10
時
〜
12
時
、

　

②
13
時
〜
15
時

　

※
①
、
②
と
も
時
間
中
随
時
受
付

▼
と
こ
ろ　

食
文
化
館
（
川
崎
三
丁
目
）

▼
対
象　

保
育
園
・
幼
稚
園
年
長
以
上

　

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▼
定
員　

先
着
30
人

▼
料
金　

３
０
０
円

▼
と
き　

８
月
27
日
㊋
12
時
20
分
〜

▼
と
こ
ろ　

庁
舎
市
民
ホ
ー
ル（
大
手
町
）

▼
内
容　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
若
狭
に
よ
る
弦

　

楽
演
奏
会

つ
き
イ
チ
「
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
」

文
化
会
館
☎
53
・
９
７
０
０

■問い合わせ　市立図書館（白鬚）☎ 52・1042

おばま児童文学会「風夢」の
おはなし会

　　　とき　8 月 24 日㊏ 11 時〜

8 月 31 日㊏までの期間は、20 冊まで
貸し出し可能です

■市立図書館　今月のイベント

夏休みおたのしみイベント 第 4 弾

夜のおぞ〜い！おはなし会

とき　8 月 17 日㊏ 19 時 30 分〜 20 時 30 分ごろ
対象　小学生※夜間のため、必ず保護者同伴
内容　閉館後の夜の雰囲気たっぷりの図書館で、
　　　おぞ〜い（こわい）話を集めたおはな
　　　し会
定員　親子 15 組
　　　（8 月 1 日㊍から前日までに要申込）
※参加者には、すてきな記念品をプレゼント！

魚
つ
り
の
お
も
ち
ゃ
を
作
ろ
う

食
文
化
館
☎
53
・
１
０
０
０

お
知
ら
せ

　

住
基
ネ
ッ
ト
な
ど
の
機
器
の
設
定
変
更

作
業
の
た
め
、
８
月
17
日
㊏
は
市
民
サ
ー
ビ

ス
コ
ー
ナ
ー
を
終
日
、
臨
時
休
業
し
ま
す
。

※
８
月
の
休
業
日
は
Ｐ
18
に
掲
載

市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
臨
時
休
業

市
民
福
祉
課
☎
64
・
６
０
１
７

　

通
常
の
休
館
日
に
加
え
て
、
８
月
13
日

㊋
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　

８
月
の
休
館
日
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
８
月
の
休
館
日　

５
日
㊊
、
11
日
㊐
㊗

　

〜
15
日
㊍
、
18
日
㊐
、
19
日
㊊
、
26
日

　

㊊ 中
央
公
民
館　

８
月
の
休
館
日

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
64
・
６
０
３
３

募
集

　

市
指
定
文
化
財
「
酒
井
家
文
庫
」
を

紹
介
す
る
ミ
ニ
展
示
企
画
の
第
２
弾
を

実
施
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
本
年
10
月
に
執
り
行
わ
れ

酒
井
家
文
庫
ミ
ニ
展
示
（
第
２
弾
）

文
化
課
☎
64
・
６
０
３
４

夏休みおたのしみイベント 第３弾
みんな集まれ！キャラクター祭り

おはなし会 & アニメ上映会

とき　8 月 10 日㊏
対象　幼児および小学生※幼児は保護者同伴
内容   ① 10 時 30 分〜【午前の部】
　　　　 「アンパンマンのおはなしと折り紙づくり」
　　　　※申し込み不要
　　　② 13 時 30 分〜【午後の部】
　　　　「アニメ『おしりたんてい』上映会」　　　
　　　 　※定員 50 人（前日までに要申込）

　

県
司
法
書
士
会
で
は
、８
月
３
日
の「
司

法
書
士
の
日
」
を
記
念
し
て
、
無
料
相
談

を
実
施
し
ま
す
。
予
約
不
要
。

▼
と
き　

８
月
２
日
㊎
９
時
〜
17
時

▼
と
こ
ろ　

県
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

　

※
市
内
の
事
務
所
は
、「
も
よ
り
の
司

　
　

法
書
士
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い

▼
相
談
例　

借
金
の
返
済
を
何
年
も
続
け

「
司
法
書
士
の
日
」
記
念
無
料
相
談

県
司
法
書
士
会
☎
０
７
７
６
・
43
・
０
６
０
１

▼
と
き　

８
月
13
日
㊋
〜
16
日
㊎

　

※
予
約
制
、
30
分
〜
１
時
間
程
度

▼
と
こ
ろ　

庁
舎
（
大
手
町
）

▼
対
象　

空
き
家
の
日
常
の
管
理
で
困
っ

　

て
い
る
人
、
空
き
家
の
有
効
活
用
を
考

　

え
て
い
る
人

▼
相
談
員　

県
建
築
士
会
員
、
市
担
当
職
員

▼
申
し
込
み　

８
月
１
日
㊍
〜
９
日
㊎
の

　

期
間
中
に
、
都
市
整
備
課
ま
で
電
話

空
き
家
相
談
会

都
市
整
備
課
☎
64
・
６
０
７
３

　

ひ
と
り
親
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
市

役
所
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
浜
の
臨
時
相
談

窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
22
日
㊍
13
時
30
分
〜
15
時

　

30
分

▼
と
こ
ろ　

庁
舎
１
階
１
０
１
会
議
室

　
（
大
手
町
）

▼
対
象　

ひ
と
り
親
家
庭
で
仕
事
を
探
し

　

て
い
る
人
、
仕
事
の
悩
み
が
あ
る
人　

▼
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
浜
☎

　

52
・
１
２
６
０

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
！

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

子
ど
も
未
来
課

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
（
説
明
会
）

子
ど
も
未
来
課

　

県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
の
子
ど
も

た
ち
を
家
に
迎
え
入
れ
、
愛
情
を
持
っ
て

一
緒
に
生
活
す
る
「
里
親
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▼
と
き　

①
８
月
29
日
㊍
②
９
月
13
日
㊎

　

い
ず
れ
も
18
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ　

①
文
化
会
館（
大
手
町
）②
敦

　

賀
市
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
敦
賀
市
）

▼
内
容　

里
親
制
度
の
説
明
、
体
験
談
な

　

ど
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

▼
料
金　

無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

県
嶺
南
振

　

興
局
敦
賀
児
童
相
談
所
☎
０
７
７
０
・

　

22
・
０
８
５
８

※
当
日
参
加
も
可
能

小
浜
市
文
化
祭
短
歌
大
会
作
品

文
化
会
館
☎
53
・
９
７
０
０

▼
応
募
方
法　

応
募
用
紙
ま
た
は
原
稿
用

　

紙
に
未
発
表
作
品
一
首
を
楷
書
で
記
入

　

し
て
応
募
先
へ

　

※
出
詠
料
無
料

▼
応
募
期
限　

９
月
５
日
㊍
必
着

▼
応
募
先　

〒
９
１
７
―
０
２
４
１　

小

　

浜
市
遠
敷
65
―
15　

山や
ま
も
と本

保や
す
こ子

さ
ん

　

ま
で

【
短
歌
大
会
】

▼
開
催
日　

11
月
10
日
㊐

▼
と
こ
ろ　

文
化
会
館
（
大
手
町
）

▼
参
加
費　

７
０
０
円

　

※
高
校
生
以
下
無
料

　

て
い
る
が
一
向
に
減
ら
な
い
／
ア
パ
ー

　

ト
の
退
去
時
に
、
多
額
の
原
状
回
復
費

　

を
請
求
さ
れ
た
／
ひ
と
り
暮
ら
し
の
老

　

後
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
／

　

土
地
や
建
物
を
相
続
し
た
が
、
登
記
名

　

義
を
ま
だ
変
え
て
い
な
い

▼
料
金　

無
料

る
、
天
皇
の
皇
位
継
承
儀
礼
「
即
位
礼
正

殿
の
儀
」
に
ち
な
み
、
江
戸
時
代
の
皇
位

継
承
儀
礼
の
様
子
を
、
酒
井
家
文
庫
の
史

料
を
通
じ
て
紹
介
し
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
３
日
㊏
〜
９
月
30
日
㊊

▼
と
こ
ろ　

市
立
図
書
館
（
白
鬚
）
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市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします くらしの情報

ス
ポ
ー
ツ

【
初
級
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
教
室
】

▼
と
き　

８
月
19
日
㊊
〜
９
月
５
日
㊍

　
（
全
６
回
）、
毎
週
月
・
木
曜
日
の
9
時

　

30
分
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

総
合
運
動
場
（
口
田
縄
）

▼
定
員　

先
着
20
人

▼
料
金　

１
２
０
０
円

▼
申
込
期
限　

８
月
７
日
㊌

【
市
民
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
】

▼
と
き　

９
月
３
日
㊋
８
時
30
分
受
付
終
了

▼
と
こ
ろ　

総
合
運
動
場
（
口
田
縄
）

▼
定
員　

先
着
１
０
８
人

▼
料
金　

５
０
０
円

▼
申
込
期
限　

８
月
26
日
㊊

※
小
雨
決
行

【
共
通
】

▼
申
し
込
み　

総
合
運
動
場
事
務
所
に
設

　

置
の
申
込
用
紙
を
同
事
務
所
に
提
出

▼
問
い
合
わ
せ　

市
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協

　

会
事
務
局
吉よ

し
む
ら村
さ
ん
☎
52
・
５
５
９
２

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
教
室
＆
大
会

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

わ
か
さ
わ
ん
親
子
自
然
教
室

子
ど
も
未
来
課
☎
64
・
６
０
１
３

　

国
立
若
狭
湾
青
少
年
自
然
の
家
で
は
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
心
を
育
む
と
と
も
に
、
保
護
者

が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
機
会
を
提
供
す
る

た
め
、
親
子
自
然
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
10
日
㊏
〜
11
日
㊐
㊗

▼
と
こ
ろ　

国
立
若
狭
湾
青
少
年
自
然
の

　

家
（
田
烏
）

　

※
送
迎
バ
ス
あ
り

▼
内
容　

ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
料
理
、
ピ
ザ

　

作
り
、
海
の
活
動
（
Ｓサ

ッ

プ
Ｕ
Ｐ
、
シ
ー
カ

　

ヤ
ッ
ク
な
ど
）

▼
対
象　

市
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子

　

20
人
程
度

　

※
先
着
順
。
小
学
４
年
生
以
上
は
子
ど

　
　

も
だ
け
の
参
加
も
可

▼
料
金　

無
料

▼
申
し
込
み　

８
月
２
日
㊎
ま
で
に
、
市

　

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
Ｆ
Ａ
Ｘ️
52
・
６

　

６
５
１
ま
た
は
子
ど
も
未
来
課
ま
で
申

　

込
書
を
提
出
（
申
込
書
は
同
課
に
設

　

置
）

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
ラ
ン
ナ
ー

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

　

県
で
は
、
令
和
２
年
５
月
30
日
㊏
・
31

日
㊐
に
県
内
で
行
わ
れ
る
聖
火
リ
レ
ー
の

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ル
ー
ト
は
県
内
の
全
市
町
を
通
っ
て
お

り
、
応
募
の
際
は
走
り
た
い
市
町
を
希
望

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
走
行
距
離　

１
人
あ
た
り
約
２
０
０
㍍

▼
対
象　

福
井
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

　

で
、
平
成
20
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

　

れ
た
人

※
令
和
２
年
３
月
１
日
時
点
で
18
歳
未
満

　

の
人
は
、
保
護
者
の
同
意
が
必
要

▼
定
員　

約
40
人

▼
応
募
方
法　

県
内
市
町
の
役
場
や
公
民

　

館
、
ロ
ー
ソ
ン
な
ど
に
設
置
の
応
募
用

　

紙
を
、県
実
行
委
員
会
事
務
局
へ
郵
送
、

　

ま
た
は
県
Ｈ
Ｐ
（https://fukui-ru

　

nner.jp

）
か
ら
応
募

▼
応
募
期
限　

８
月
31
日
㊏
必
着

▼
問
い
合
わ
せ　

県
実
行
委
員
会
☎
０
７

　

７
６
・
37
・
３
７
１
０

※
応
募
は
１
人
１
回

※
詳
し
く
は
「
聖
火
リ
レ
ー　

福
井
県
」

　

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い

　

川
崎
地
区
内
を
巡
っ
て
、
魚
の
流
通
や

魚
食
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ
ツ
ア
ー
を
開

催
し
ま
す
。

　

魚
の
競
り
見
学
や
し
ょ
う
ゆ
干
し
の
試

食
、
魚
を
使
っ
た
調
理
体
験
、
遊
覧
船
乗

船
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
３
日
㊏
６
時
50
分
〜

　

※
14
時
30
分
ご
ろ
終
了
予
定

▼
集
合
場
所　

食
文
化
館（
川
崎
三
丁
目
）

▼
対
象　

小
学
３
〜
６
年
生
と
そ
の
保
護

　

者
２
人
１
組
（
追
加
可
）

▼
定
員　

先
着
15
組

川
崎
海
の
駅
ま
ん
ぷ
く
新
発
見
ツ
ア
ー

食
文
化
館
☎
53
・
１
０
０
０

　
「
Ｒラ

ン
Ｕ
Ｎ
伴と

も

」
と
は
、「
認
知
症
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
、
今
ま
で
認
知
症
と
関
わ
り

が
な
か
っ
た
人
と
、
認
知
症
患
者
や
そ
の

家
族
な
ど
が
協
力
し
て
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、

日
本
を
縦
断
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

認
知
症
の
人
も
、
そ
う
で
な
い
人
も
、

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
22
日
㊐

▼
内
容　

参
加
者
３
人
以
上
で
チ
ー
ム
を

　

組
ん
で
市
内
を
走
り
、
次
の
チ
ー
ム
へ

　

た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
す

▼
対
象　

市
民
な
ら
誰
で
も

▼
料
金　

２
５
０
０
円

▼
申
込
期
限　

８
月
23
日
㊎

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

同
実
行
委

　

員
会
（
嶺
南
担
当
）
の
和わ

だ田
誠ま

こ
と

さ
ん
☎

　

０
９
０
・
３
９
１
４
・
５
６
２
０
ま
で

　

※
申
し
込
み
は
１
人
か
ら
可
能
。
走
者

　
　

の
ほ
か
、
サ
ポ
ー
ト
伴
走
役
や
応
援

　
　

役
と
し
て
の
申
し
込
み
も
可
能
。
応

　
　

援
役
で
参
加
の
場
合
は
無
料

Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
（
嶺
南
エ
リ
ア
）
参
加
者

高
齢
・
障
が
い
者
元
気
支
援
課

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
適
切
に

運
営
す
る
た
め
、
運
営
協
議
会
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

▼
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民
で
、
介
護
に

　

関
心
の
あ
る
人

▼
募
集
人
数　

１
人

▼
任
期　

委
嘱
か
ら
２
年
間
（
８
〜
９
月

　

ご
ろ
に
委
嘱
）

▼
申
込
方
法　

介
護
ま
た
は
福
祉
に
関
す

　

る
作
文
（
４
０
０
〜
８
０
０
字
程
度
）

　

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

　

明
記
し
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
南

小
浜
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
委
員

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
64
・
６
０
１
５

　

川
町
）
に
提
出

▼
申
込
期
限　

８
月
16
日
㊎
17
時

※
協
議
会
は
年
２
〜
３
回
程
度
開
催
予

　

定
。
初
回
は
８
〜
９
月
ご
ろ

　

県
歯
科
医
師
会
で
は
、
健
康
な
歯
と

歯
茎
づ
く
り
の
意
識
を
高
め
る
た
め
、

「
高
齢
者
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象　

①
県
内
在
住
②
９
月
30
日
時

　

点
で
満
80
歳
以
上
③
自
分
の
歯
が
20

　
本
以
上
残
っ
て
い
る
④
審
査
会
場
（
近

　

隣
の
歯
科
医
院
）
ま
で
来
場
可
能

　

以
上
４
点
す
べ
て
を
満
た
す
人

▼
応
募
期
限　

８
月
30
日
㊎

▼
応
募
方
法　

県
歯
科
医
師
会
☎
０
７
７

　

６
・
21
・
５
５
１
１
ま
で
電
話
で
申
し

　

込
み

高
齢
者
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

市
で
は
、
消
費
生
活
の
中
で
気
付
い
た

こ
と
や
、
将
来
に
向
け
て
発
信
し
た
い
こ

と
を
テ
ー
マ
に
し
た
ポ
ス
タ
ー
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

　

最
優
秀
作
品
は
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

の
ラ
ベ
ル
に
採
用
し
、
市
の
啓
発
活
動
で

配
布
し
ま
す
。

消
費
生
活
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

生
活
安
全
課
☎
64
・
６
０
０
７

　

ま
た
、
入
賞
者
に
賞
状
と
副
賞
、
応
募

者
に
参
加
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
贈
り
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
学
す
る

　

小
・
中
・
高
校
生

▼
作
品
規
定　

４
つ
切
画
用
紙
１
枚
に
、

　

テ
ー
マ
に
合
っ
た
標
語
を
入
れ
た
作
品
。

　

縦
・
横
の
向
き
や
画
材
は
自
由

　
【
テ
ー
マ
の
例
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

　

ト
ラ
ブ
ル
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
の
付

　

き
合
い
方
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
注

　

意
点
、
相
談
窓
口
の
紹
介
、
18
歳
成
人

　

と
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
、
悪
質
商
法
へ
の

　

注
意
の
呼
び
か
け
な
ど

▼
応
募
方
法　

９
月
６
日
㊎
ま
で
に
、
学

　

校
を
通
じ
て
、
生
活
安
全
課
へ
作
品
を

　

提
出

　

サ
ツ
マ
イ
モ
と
黒
ゴ
マ
を
使
っ
た
蒸
し

パ
ン
な
ど
、
幼
児
向
け
の
体
に
や
さ
し
い

お
や
つ
を
作
り
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
11
日
㊐
㊗
10
時
〜

▼
と
こ
ろ　

食
文
化
館
（
川
崎
三
丁
目
）

▼
対
象　

中
学
生
以
上

▼
定
員　

先
着
30
人

▼
料
金　

８
０
０
円

▼
申
し
込
み　

３
日
前
ま
で
に
食
文
化
館

　

ま
で
電
話
で
申
し
込
み

体
に
や
さ
し
い
お
や
つ
を
作
ろ
う

食
文
化
館
☎
53
・
１
０
０
０

　

８
月
の
テ
ー
マ
は
「
夏
野
菜
で
イ
タ
リ

ア
ン
」。
ミ
デ
ィ
ト
マ
ト
の
カ
ッ
ペ
リ
ー

ニ
や
、
野
菜
と
チ
ー
ズ
の
春
巻
き
な
ど
５

品
を
作
り
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
22
日
㊍
、
23
日
㊎
い
ず
れ

　

も
10
時
〜

　

※
両
日
と
も
内
容
は
同
じ

▼
と
こ
ろ　

食
文
化
館
（
川
崎
三
丁
目
）

▼
定
員　

各
日
と
も
先
着
30
人

▼
料
金　

１
０
０
０
円

▼
申
し
込
み　

３
日
前
ま
で
に
食
文
化
館

　

ま
で
電
話
で
申
し
込
み

季
節
の
調
理
体
験
（
８
月
編
）

食
文
化
館
☎
53
・
１
０
０
０

環
境
美
化
デ
ー環境

衛
生
課
☎
64
・
６
０
１
６

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
で

清
掃
活
動
を
行
う
「
若
狭
お
ば
ま
環
境
美

化
デ
ー
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ミ
の
な
い
き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
る

た
め
、皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
７
日
㊏
８
時
30
分
〜
10
時

▼
と
こ
ろ　

食
文
化
館（
川
崎
三
丁
目
）

　

海
側
テ
ラ
ス
に
集
合

▼
内
容　

川
崎
地
区
東
側
と
そ
の
周
辺
の

　

清
掃
活
動

▼
持
ち
物　

か
ま
、
軍
手
な
ど

　

※
ゴ
ミ
袋
は
市
で
準
備
し
ま
す

※
雨
天
中
止
、
事
前
申
込
不
要

▼
料
金　

１
５
０
０
円
（
追
加
は
１
人
あ

　

た
り
５
０
０
円
）

▼
申
し
込
み　

食
文
化
館
ま
で
電
話
で
申

　

し
込
み
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市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします くらしの情報

児童扶養手当の支給について ■問い合わせ　　　　　　　　子ども未来課☎ 64・6013

　　　　　　　　高齢・障がい者元気支援課☎ 64・6012

※各手当とも本人および家族の所得によって支給制限があります。詳しくは問い合わせてください

手当名称 内容 担当・問い合わせ

児童扶養手当

支給対象
ひとり親家庭の親、一定の障がいの状態にある親、または親に代わっ
て児童を養育している人

子ども未来課
該当児童

18 歳の誕生日を迎えた後の最初の3月31日までの間にある児童、また
は 20歳未満で法に定める程度の障がいがある児童

手当 全部支給 42,910 円（月額）所得に応じて変動あり。2 子以降は加算あり

特別児童扶養手当

支給対象
障がいのある児童を養育する親、もしくは親に代わって児童を養育し
ている人

高 齢・ 障 が い
者元気支援課

該当児童 20歳未満で法令により定められた程度の障がいの状態にある児童

手当 1 級 52,200 円（月額）、2 級 34,770 円（月額）

特別障害者手当
支給対象

身体障害者手帳1 級・2 級、療育手帳A1程度の障がいを重複するか、単
一の最重度障がいであって常時特別の介護を要する20歳以上の在宅者

（3 カ月以上入院している場合は該当しない）

手当 27,200 円（月額）

障害児福祉手当
支給対象

身体障害者手帳 1 級、療養手帳 A1 程度の障がいを持ち、常時介護を
要する 20 歳未満の在宅児

手当 14,790 円（月額）

い
き
い
き
健
診（
生
活
習
慣
病
検
診
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

▼
と
き
・
と
こ
ろ

　

８
月
27
日
㊋
口
名
田
公
民
館（
下
中
井
）

　
　
　

30
日
㊎
宮
川
公
民
館
（
加
茂
）

　

９
月
４
日
㊌
松
永
公
民
館
（
上
野
）

　
　
　

９
日
㊊
温
水
プ
ー
ル
（
北
塩
屋
）

プ
レ
パ
パ
＆
プ
レ
マ
マ
講
座

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

育
児
編
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア
で
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
、
育
児
を
楽
し
む
に
は
」

▼
と
き　

８
月
７
日
㊌
10
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
南
川
町
）

妊
娠
・
出
産
編
「
胎
児
と
の
絆
を
つ
く
り
、

産
む
力
を
身
に
つ
け
よ
う
」

▼
と
き　

８
月
17
日
㊏
10
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

ま
ち
の
駅
・
旭
座
（
白
鬚
）

栄
養
編
「
妊
娠
中
か
ら
の
か
ら
だ
づ
く
り
」

▼
と
き　

８
月
21
日
㊌
10
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
南
川
町
）

※
講
座
に
は
母
子
手
帳
を
持
参
。
７
日
、

　

17
日
は
運
動
が
で
き
る
服
装
で
参
加

認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
園
な
ど
の

入
園
に
向
け
た
見
学

子
ど
も
未
来
課
☎
64
・
６
０
１
３

　

令
和
２
年
度
の
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育

園
な
ど
へ
の
入
園
に
向
け
て
、
公
立
・
私

立
各
園
の
見
学
が
で
き
ま
す
。

　

入
園
に
つ
い
て
聞
き
た
い
こ
と
、
相
談

健
康
・
福
祉

青少年のスマートフォンの利用について

▼
内
容　

特
定
（
基
本
）
健
診
、
が
ん
検

　

診
（
肺
・
胃
・
大
腸
・
前
立
腺
）、
Ｂ
・

　

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、
骨
検
診

　

※
８
月
27
日
、
９
月
９
日
は
胃
が
ん
検

　
　

診
な
し

▼
申
込
期
限　

検
診
日
の
10
日
前（
定
員
有
）

※
特
定
健
診
は
加
入
の
健
康
保
険
者
が
発

　

行
し
た
受
診
券
が
必
要

■問い合わせ  生涯学習スポーツ課☎ 64・6033

犯罪被害に遭わないために

ルールを決めて楽しく安全に

　近年、スマートフォンやＳＮＳなどの利用を
通じて、ネットいじめの被害者・加害者になっ
たり、児童買春・児童ポルノや、いわゆる「自
画撮り被害※１」などの性被害にあう青少年が増
えています。
　スマートフォンを安全に使い、被害に遭わな
いようにするためには、大人が日ごろから子ど
もにＳＮＳなどの危険性を教え、子どもの異変

やＳＯＳにいち早く気づくことが大切です。
　また、子どもにスマートフォンを持たせる際
には、使用する時間や用途などのルールを決め、
フィルタリング機能※２を使いましょう。

※１：だまされたりおどされたりして、自分の
　　　裸の写真をＳＮＳなどで送らされること

※２：アダルトサイトなど、子どもにふさわ
　　　しくない Web サイトやアプリの利用
　　　を制限する機能

　令和元年 6 月 30 日付けで行政相談委員を退任
した山

やまうち

内良
よしひろ

弘さん（67 歳・青井）に、7 月 16 日、
総務大臣感謝状が贈呈されました。
　山内さんは、平成 25 年４月１日から 6 年 3 カ月
に渡り委員を務め、小学校への出前講座などさまざ
まな活動を行い、活躍しました。

退任する行政相談委員に
 総務大臣感謝状を贈呈

異変を感じたらすぐ相談

　子どもの様子に異変を感じたら、まずは子ど
もの話を聞いてあげてください。
　そして、問題を本人や家族で抱え込まないで、
警察や専門機関の窓口に相談しましょう。

【相談窓口】
小浜警察署☎ 52・0110
県嶺南教育事務所教育相談室☎ 56・1310
市 DV 相談専用電話☎ 53・1755

講演会を開催します！
　県と（公財）青少年育成福井県民会議が、子どもを取り巻くインターネット環境の現状や、
安全・安心にスマートフォンを利用するための方法などについて学ぶ講演会を開催します。

【と　き】８月 24 日㊏ 14 時〜 16 時
【ところ】働く婦人の家（大手町）
【テーマ】「スマホ時代の子どもたちのために」

【講　師】竹
たけうち

内義
よしひろ

博さん（京都府警察ネット安心アド
　　　　　 バイザー、  e ネットキャラバン認定講師）

【料　金】無料　※事前申込は不要

し
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
見
学
に

来
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

８
月
中
旬
〜
９
月
中
旬
に
か
け

　

て
、
各
園
が
指
定
す
る
日

　

※
子
ど
も
未
来
課
窓
口
で
一
覧
を
配
布
。

　
　

詳
細
は
市
公
式
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ
を
参
照
し
て
く

　
　

だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ　

各
園
ま
た
は
子
ど
も
未

　

来
課
ま
で
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吹奏楽部　部長

最
後
の
舞
台  

悔
い
の
な
い
演
奏
を

（小浜中学校 3年生）

　

小
学
生
の
と
き
に
小
中
学
校
音
楽
会
で

中
学
生
の
演
奏
を
聞
い
た
と
き
か
ら
、
吹
奏

楽
部
へ
の
入
部
を
決
め
て
い
た
と
い
う
速

水
さ
ん
。
地
元
の
祭
り
で
横
笛
を
吹
い
て
い

た
経
験
も
あ
り
、
入
部
以
来
、
第
一
希
望

だ
っ
た
フ
ル
ー
ト
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。

　

42
人
の
男
女
が
所
属
す
る
同
部
の
部
長

を
務
め
て
き
た
経
験
か
ら
、「
自
分
の
行

動
に
責
任
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」

と
成
長
を
実
感
。「
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
自
ら

が
率
先
し
て
動
く
よ
う
に
心
掛
け
、
そ
の

姿
を
部
員
た
ち
に
示
す
こ
と
が
で
き
た
と

思
う
」
と
胸
を
張
り
、
部
員
た
ち
も
「
い

つ
も
前
向
き
で
、
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
る
」
と
信
頼
を
寄
せ
ま
す
。

　

速
水
さ
ん
は
同
部
の
特
徴
を
「
色
彩
豊

か
な
チ
ー
ム
」
と
表
現
。「
異
な
る
カ
ラ
ー

の
音
が
合
わ
さ
っ
て
、
ひ
と
つ
の
カ
ラ
フ

ル
な
音
楽
に
な
っ
た
と
き
、
心
の
ま
と
ま

り
を
感
じ
ら
れ
て
達
成
感
が
得
ら
れ
ま
す
」

　

県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
や
３
年
生
最
後

の
舞
台
で
あ
る
定
期
演
奏
会
を
控
え
、「
楽

し
む
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
悔
い
の
な
い
演
奏

を
し
た
い
で
す
」
と
意
欲
を
み
せ
ま
し
た
。

　

定
期
演
奏
会
は
８
月
17
日
㊏
14
時
〜
。

会
場
は
文
化
会
館
（
大
手
町
）。
入
場
無
料
。

速
は や み

水 真
ま な み

奈美 さ
ん

燃えろ！青春！部活道若プロフェッショナル！働く　　者

らり！小浜人き

未
来
を
見
据
え
た
仕
事
に
誇
り

（22歳・千種二丁目）

　

昨
年
の
４
月
に
嶺
南
地
域
の
６
市
町
を

エ
リ
ア
と
す
る
れ
い
な
ん
森
林
組
合
（
神

宮
寺
）
に
就
職
し
た
白
﨑
さ
ん
。
主
に
森

林
の
木
を
間
伐
す
る
た
め
の
事
前
調
査
や

現
地
の
測
量
、
補
助
金
申
請
に
関
わ
る
書

類
作
成
な
ど
の
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
森
林
を
守
り
な
が
ら
活
用
し
、
次
の
世

代
に
つ
な
い
で
い
く
と
い
う
、
山
の
健
全
な

成
長
と
未
来
を
見
据
え
た
仕
事
の
趣
旨
に

魅
力
を
感
じ
て
、
こ
の
職
を
選
び
ま
し
た
」

　

白
﨑
さ
ん
は
山
林
所
有
者
へ
間
伐
の
提

案
な
ど
も
行
っ
て
お
り
、「
森
林
の
密
度
調

整
の
た
め
に
間
伐
す
る
こ
と
で
、
木
々
の

中
に
太
陽
の
光
が
差
し
ま
す
。
山
が
き
れ

い
に
な
っ
た
と
喜
ば
れ
る
こ
と
に
や
り
が

い
を
感
じ
る
」
と
語
り
、「
組
合
の
仕
事
は

山
の
所
有
者
が
あ
っ
て
の
仕
事
。
元
気
な

森
を
再
生
し
て
、
少
し
で
も
多
く
の
利
益

を
還
元
で
き
れ
ば
」
と
意
欲
を
み
せ
ま
す
。

　
「
経
験
が
浅
い
た
め
、
上
司
や
先
輩
に
頼

る
こ
と
が
多
く
、
自
分
の
業
務
で
精
一
杯

な
と
き
が
あ
る
」
と
白
﨑
さ
ん
。
一
方
で
、

「
積
極
的
に
資
格
を
取
得
す
る
な
ど
、
一
日

で
も
早
く
自
立
し
て
仕
事
を
任
せ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
今
後
の
目
標
で

す
」
と
爽
や
か
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

白
し ら さ き

﨑 響
ひびき

さ
ん

勤務先　れいなん森林組合

“
楽
校
”
の
力
で
地
域
を
つ
な
ぐ

　

平
成
31
年
３
月
、
１
４
７
年
の
歴
史
に
幕

を
下
ろ
し
た
松
永
小
学
校
。
森
下
さ
ん
は
、

同
小
の
閉
校
後
も
、
子
ど
も
た
ち
が
地
元
の

自
然
や
文
化
に
触
れ
、
多
世
代
が
交
流
す
る

場
を
作
ろ
う
と
、
同
年
４
月
、
有
志
で
「
ま

つ
な
が
里
山
楽が
っ
こ
う校

」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
「
保
護
者
と
し
て
子
ど
も
会
活
動
に
参
加

す
る
う
ち
に
、
学
校
が
持
つ
『
地
域
を
つ

な
ぐ
力
』
を
実
感
す
る
と
同
時
に
、
閉
校

で
そ
の
力
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
危
機
感
を

覚
え
ま
し
た
」
と
話
す
森
下
さ
ん
。

　
「
学
校
に
代
わ
っ
て
地
域
を
つ
な
ぎ
、
子

ど
も
た
ち
が
郷
土
愛
を
育
む
仕
掛
け
を
作

る
に
は
、
学
校
の
つ
な
が
り
が
残
る
今
し

か
な
い
」
と
、
保
護
者
仲
間
や
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
な
ど
に
声
を
か
け
、
活
動
を
始

め
ま
し
た
。

　

こ
の
５
月
に
は
、
活
動
第
１
弾
と
し
て
、

同
小
の
田
植
え
体
験
を
引
き
継
い
で
実
施
。

夏
に
は
地
域
の
山
や
川
な
ど
自
然
資
源
を

生
か
し
た
キ
ャ
ン
プ
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
い
つ
か
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て
、

楽
校
を
思
い
出
し
た
と
き
、
地
元
の
自
然
や

文
化
の
魅
力
に
気
付
き
、
次
代
へ
受
け
継
ぐ

こ
と
の
意
義
を
感
じ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い

で
す
」
と
、
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

燃えろ！青春！部活道

まつなが里山楽
がっこう

校　実行委員

（38歳・上野）

森
も り し た

下 大
だ い ち

地 さ
ん

　

１
・
２
年
生
の
女
子
５
人
が
所
属
す
る
、

若
狭
東
高
校
茶
華
道
部
。
部
員
た
ち
は
、
週

２
回
の
茶
道
の
稽
古
と
、
月
１
回
の
華
道
の

稽
古
を
通
じ
て
、
日
本
の
文
化
や
礼
儀
作
法

を
学
び
、
文
化
祭
な
ど
で
そ
の
成
果
を
披
露

し
て
い
ま
す
。

　

部
長
の
和
泉
さ
ん
は
、
小
学
生
の
こ
ろ

ク
ラ
ブ
活
動
で
茶
道
に
出
会
い
、
高
校
に

入
学
し
て
す
ぐ
に
同
部
の
存
在
を
知
る
と
、

迷
わ
ず
入
部
。
活
動
の
魅
力
に
つ
い
て
、「
お

茶
を
た
て
て
い
る
と
き
や
お
花
を
生
け
て

い
る
と
き
の
、
心
が
落
ち
着
く
感
じ
が
好

き
」
と
語
り
ま
す
。

　

こ
の
夏
に
は
、
本
市
と
友
好
都
市
で
あ

る
中
国
西
安
市
か
ら
訪
れ
る
高
校
生
を
も

て
な
す
予
定
の
同
部
。

　

和
泉
さ
ん
は
「
普
段
の
稽
古
で
は
畳
の
上

で
お
茶
を
た
て
ま
す
が
、今
回
は
椅
子
と
テ
ー

ブ
ル
の
た
め
、
茶
碗
や
道
具
な
ど
を
扱
う
力

加
減
や
距
離
感
が
違
っ
て
難
し
い
」
と
戸
惑

い
つ
つ
、「
言
語
や
文
化
の
違
い
を
超
え
て
お

茶
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

　

将
来
は
「
人
と
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
」

と
い
う
和
泉
さ
ん
。「
活
動
で
身
に
つ
け
た

礼
儀
な
ど
を
仕
事
に
生
か
し
た
い
で
す
」
と

に
こ
や
か
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

茶華道部　部長

（若狭東高校２年生）
和

い ず み

泉  真
ま な

奈 さ
ん

心
落
ち
着
く
も
て
な
し
の
道



　

日
本
人
の
逆
流
性
食
道
炎
患
者
の
約
９
割

が
軽
症
で
あ
り
、
そ
の
約
半
数
が
自
然
に
治

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
重
症
に
な

る
人
の
中
に
は
食
道
の
出
血
や
穿せ

ん
こ
う孔

、
狭き

ょ
う
さ
く窄

を
起
こ
す
人
も
い
る
の
で
油
断
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、「
バ
レ
ッ
ト
上
皮
」
と
い
う
粘
膜

の
障
害
を
起
こ
す
場
合
も
あ
り
、
が
ん
の
原

因
に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

胸
焼
け
の
予
防
法

　

胸
焼
け
を
予
防
す
る
に
は
、
寝
る
２
〜
３

時
間
前
は
食
事
を
せ
ず
、
脂
っ
こ
い
も
の
を

取
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
て
、
腹
八
分
目
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
食
後
は
急
な
運
動
を
避

け
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
ま
た
、
横
に
な
る

と
き
は
上
半
身
を
20
〜
30
度
上
向
き
に
し
て

お
く
と
胃
酸
の
逆
流
を
防
ぎ
や
す
く
な
る
の

で
、高
い
枕
を
使
用
す
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

　

慢
性
化
し
た
胸
焼
け
に
は
、
他
の
病
気
が

隠
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
か
か
り
つ

け
医
や
内
科
、
消
化
器
科
、
胃
腸
科
の
診
察

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

⓱ 広報おばま　令和 元 . 8 広報おばま　令和 元 .8⓰

　
　

  

生
活
の
と
び
ら

健
康

胸
焼
け
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

〜
胃
食
道
逆
流
症
と
逆
流
性
食
道
炎
〜

杉
田
玄
白
記
念  

公
立
小
浜
病
院

■
問
い
合
わ
せ  

☎️
52
・
０
９
９
０

内

科

齊さ
い
と
う藤  

恭や
す
し志  

医
師

胸
焼
け
の
症
状
と
代
表
的
な
原
因

　
「
胸
焼
け
」は
み
ぞ
お
ち
か
ら
胸
骨
の

下
あ
た
り
が
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な

感
じ
が
す
る
、
チ
リ
チ
リ
と
焼
け
つ
く
よ

う
に
感
じ
ら
れ
る
と
い
っ
た
症
状
が
あ
り

ま
す
。
原
因
と
な
る
代
表
的
な
病
気
と

し
て
、胃
食
道
逆
流
症
、逆
流
性
食
道
炎
、

慢
性
胃
炎
、
胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

胃
食
道
逆
流
症
と
逆
流
性
食
道
炎

　

近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
胃
食
道
逆
流

症
、
逆
流
性
食
道
炎
は
、
過
食
や
加
齢
、

肥
満
な
ど
が
原
因
で
胃
酸
が
逆
流
し
や

す
く
な
る
病
気
で
、
胸
焼
け
を
は
じ
め
、

の
ど
や
胸
の
つ
か
え
な
ど
の
症
状
が
出
ま

す
。
胸
焼
け
は
食
後
に
起
こ
り
や
す
く
、

肥
満
傾
向
の
人
や
腰
が
曲
が
り
背
中
が
丸

く
な
っ
た
高
齢
者
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

胃
食
道
逆
流
症
の
場
合
、
食
道
の
炎

症
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
逆
流
性
食
道

炎
は
食
道
の
炎
症
を
伴
い
ま
す
。
高
齢

者
は
若
年
者
よ
り
も
重
症
と
な
る
割
合

が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
覚
症
状
が

乏
し
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

【アクセス】

小浜市須縄

ＪＲ小浜駅から車で 15 分

小浜ＩＣから車で 12 分

【文と写真】

地域おこし協力隊 オカモト

石灰炉跡（須縄）

　須縄区から根来地域にかかる山々には、良質な石灰
岩の層があり、かつては貴重な地域資源として、農業
用肥料となる消石灰の製造が行われていました。
　須縄区の集落奥から伸びる林道の先には、消石灰
を作るための火入れを行う、高さ約６㍍の石積みの
炉が今も残っています。
　この地には、明治から昭和のはじめにかけて消石
灰を製造・販売していた「若狭石灰株式会社」があり、
同社の最盛期には、俵詰めした製品を船に積んで、南
川を下って港へ運び、石川県の加賀地方にまで出荷す
るほどの製造量を誇る産業だったそうです。
　苔むしてなお崩れない炉の姿に、地域資源を活用し
発展させた先人の知恵と努力を垣間見た気がします。

至国道 162 号

石灰炉跡

須
縄

川

地域おこし協力隊おススメ

浜小 百景
第 46回

「空き家化」を防ぐ
　　　　　各種の支援事業

■問い合わせ　都市整備課☎️ 64・6073

空
き
家
の
活
用
や
解
体
を

支
援
し
ま
す

　
市
で
は
、
放
置
さ
れ
る
と
さ
ま

ざ
ま
な
危
険
を
も
た
ら
す
空
き
家

の
活
用
や
解
体
を
進
め
る
た
め
、

相
談
窓
口
の
設
置
や
、
所
有
者
と

移
住
希
望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、

解
体
や
耐
震
補
強
に
か
か
る
費
用

の
補
助
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

知ってほしい、

役に立つ事業をキリトリ！

市役所

お仕事ファイル

被
害
や
近
隣
と
の

　
　
　
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に

　
家
主
が
お
ら
ず
、
一
時
的
な
住

ま
い
や
賃
貸
な
ど
に
も
使
用
さ
れ

な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
た
空
き
家
は
、

防
災
や
防
犯
、
衛
生
な
ど
の
観
点

か
ら
、
周
囲
に
被
害
を
与
え
た
り
、

近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
空
き
家
が
原
因
で
第
三

者
に
被
害
を
与
え
た
場
合
、
所
有

者
が
損
害
賠
償
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

放
置
は
経
済
的
に
も
損

　
法
律
に
よ
り
、市
の
調
査
で
「
倒

壊
の
恐
れ
が
あ
る
」
な
ど
、
周
囲

へ
の
悪
影
響
が
特
に
大
き
い
と
判

断
さ
れ
る
と
、「
特
定
空
家
等
」
に

認
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
認
定
さ
れ
る
と
、
行
政
に
よ
る

勧
告
や
代
執
行
※
の
対
象
に
な
っ
た

り
、
宅
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税

の
特
例
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

り
す
る
な
ど
、
空
き
家
を
放
置
す

る
よ
り
も
経
済
的
に
損
を
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

※行政による代執行とは
　所有者による改善が見られない場合に、行政が適正管理の
ため強制的にゴミ処理や解体などを行うことです。
　代執行にかかった費用は所有者に請求されるほか、支払い
が滞ると、差し押さえなどの措置が取られる場合もあります。

空き家によって生じる被害
●防災
・傷んだ屋根や窓、外壁などが落下して人に怪我をさせる
・暴風や地震で倒壊して、周囲に被害を与えたり、避難
　路をふさいだりする
●防犯
・不審者が侵入したり、身を隠したりする
・古い設備や機械などが原因で火災が
　起きたり、放火されたりする
●衛生
・猫やネズミ、害虫などのすみかになる
・ゴミの不法投棄場所にされる

【空き家相談会】
　県建築士会員や市の担当職員との個別相談会を８月13日㊋〜 16
日㊎に開催します。詳しくは「くらしの情報」P9を参照してください。

【空き家情報バンク】
　移住定住支援サイト「おばまで暮らそ」で、市内の賃貸・売却用
の空き家情報を、市外の移住希望者などに提供しています。
　詳しくは、市内の不動産事業者、または人口増未来創造課☎ 64・
6008まで相談してください。

【空家等除去支援事業】
　市内の老朽化した空き家を解体する際に、市の補助を受けられる
場合があります。補助の対象になると、解体費用の 1/3を市が補助
します（上限あり）。
　条件など詳しくは都市整備課まで問い合わせてください。

市の空き家にかかる支援

左の Q R
コードで
アクセス
できます→ 空き家情報バンクへ

早
め
の
対
応
で
空
き
家
化
防
止

　
相
続
に
よ
り
、
親
の
住
ん
で
い
た

家
の
整
理
に
困
っ
た
り
、
相
続
人
同

士
の
連
絡
や
合
意
が
取
れ
な
か
っ
た

り
し
て
、
建
物
が
放
置
さ
れ
空
き

家
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
事
態
を
防
ぐ
た
め
、
市

の
支
援
な
ど
を
活
用
し
て
、
早
め

に
活
用
や
解
体
に
向
け
た
相
談
や

手
続
き
を
進
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

空き家情報
バンクへの
アクセス

★

熊野神社●☝

林 道
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※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります。

誕生会※
とき：28 日㊌　
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
今月に誕生日を迎えるお
子 さ ん の お 祝 い を し ま
しょう

親子運動遊び※
とき：19 日㊊
　　　10 時〜11 時
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
子どもと一緒に体を動かし
て遊びます。親子でのふれ
あいを楽しみましょう

ベビープール※
とき：7 日㊌　
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：温水プール
　　　問子育て支援センター
　　　同☎ 56・3386
親子でプール遊びを楽し
みましょう

■各種相談・休館日など

広報おばま　令和元 . 8⓲

エイズ・肝炎相談、検査
とき：5 日㊊、19 日㊊
　　　9 時〜10 時 30 分
ところ：若狭健康福祉センター
　　　 問同☎ 52・1300
匿名で、エイズ・肝炎に関
する検査や相談（月〜金）
を受けることができます

相談名 開催日 時間 ところ 問い合わせ

法律相談（消費生活トラブル）※ 1 日㊍、22 日㊍ 14 時〜16 時 嶺南消費生活センター 同☎ 52・7830

弁護士無料相談※ 6 日㊋ 13 時 30 分〜15 時 働く婦人の家 福井弁護士会☎ 0776・23・5255

出張年金相談※ 8 日㊍、22 日㊍ 10 時〜12 時、13 時〜15 時 文化会館４階 敦賀年金事務所☎ 0770・23・9905

高齢者専門相談（法律）※ 22 日㊍ 13 時〜16 時 県社会福祉協議会嶺南支所 同☎ 52・7833

結婚相談（本人のみ） 24 日㊏ 13 時 30 分〜15 時 30 分 文化会館４階 子ども未来課☎ 64・6013

人権相談
とき：20 日㊋　
　　　13 時〜15 時
ところ：働く婦人の家
　　　問法務局☎52・0238
悩みごと、心配ごとのあ
る人は、気軽に相談して
ください

■体や心・生活の相談

こころの相談※
とき：毎週㊌ 10 時〜16 時
ところ：小浜市社会福祉協議会
　　　 問同☎ 56・5802
とき：毎週㊎ 12 時〜17 時
ところ：つみきハウス　　
　　　 問同☎ 53・1190
心の悩みを相談してください

精神保健相談※
とき：6 日㊋、20 日㊋
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：若狭健康福祉センター
　　　 問同☎ 52・1300
心の病気や、アルコール
問題、認知症に関する相
談に精神科医が応じます

ベビーマッサージと相談会※
とき：21 日㊌　
　　　10 時〜11 時
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
助産師さんによるベビー
マッサージと子育て相談
会です

子育てワイワイ広場
とき：5 日㊊、26 日㊊
　　　9 時 30 分〜12 時
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
未入園児の親子に 2 階和
室を開放しています。交
流の場としてどうぞ

母乳育児相談
とき：5 日㊊、26 日㊊
　　　10 時〜11 時 30 分
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
助産師による相談。2 6 日 は
10 時〜 11 時「断乳の話」も
開催（要テキスト代 300 円）

■法律や行政・その他の相談

■子育て情報 ■今月の休館日 ■今月の休日当番医

市立図書館
6 日㊋・11 日㊐㊗・13 日㊋・18 日㊐・
20 日㊋・27 日㊋

市民サービスコーナー
11 日㊐㊗・12 日㊊㊡・17 日㊏・18 日㊐
※ 17 日㊏は機器設定変更で臨時休業

温水プール
26 日㊊（メンテナンスのため臨時休館）
※ 13 日㊋〜 16 日㊎は 10 時〜 18 時

ａｕショップ小浜
☎0800-7002298

小浜市小浜広峰 55
☎ (0770)52-0748 ・FAX(0770)52-0853

第２・第４土曜と毎週日曜、祝祭日は
休業しています。
お電話でのご相談も承ります。

㈲杉田石材店

安心と信頼  地元の石屋さん
お墓ディレクター（1級）在籍
（日本石材産業協会登録第12-100024号） 

編 

集 

後 

記

● 7 月 上 旬 に 市 内 外 の 企 業
などで若狭東高生によるイン
ターンシップが実施され、広報
担当課でも生徒一人を受け入
れ▶期間中は広報担当者に同
行し、広報の仕事を体験しても
らいました▶ P6 の若狭消防署
の記事は生徒が主体となって取
材・撮影したものを載せていま
すので、ぜひ見てください（竹）

● 7 月 25 日は「かき氷の日」
▶その由来は、かき氷の別名

「夏
なつごおり

氷」と 7
な
2
つ
5
ご

の語呂合わせに
加えて、もう１つ▶今から 86
年前の昭和 8 年、山形市で当時
の日本最高気温 40.8 度を記録
したことにちなみます▶さて、
ことしもいよいよ夏本番▶熱中
症に注意して、かき氷で暑気を
払って乗り切りたいです（池）

4 日㊐　
　　

：★田中整形外科医院（千種一丁目）
　　☎ 52・6868

11日㊐㊗
　　

：★山手医院（山手一丁目）
　　☎ 53・5511

12日㊊㊡
　　

：中山クリニック（多田）
　　☎ 56・5588

18日㊐　
　　

：★吉井医院（塩竈）
　　☎ 52・0028

25日㊐　
　　

：★田中病院（遠敷十丁目）
　　☎ 56・5353

若狭図書学習センター
８月は休館日はありません
※ 22 日㊍は 2F のみ休館

スクスク元気っ子教室
とき：20 日㊋　
　　　10 時〜10 時 30 分受付
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
離乳食の試食や相談、発
育・発達、育児など子育て
相談。身体計測も可能です

心配ごと相談
とき：7 日㊌　
　　　13 時〜16 時
ところ：小浜市社会福祉協議会
　　   問同☎ 56・5802
介護など生活での困りご
との相談に応じます

人の動き（7 月 1 日現在） 

・人口 29,269 人
　（前月比 -2 人、前年同月比 -206 人）
　男性 14,363 人
　女性 14,906 人
　世帯数 12,056 世帯
・異動   転入　62 人   転出　56 人
　　　  出生　16 人   死亡　24 人

※★印のついた当番医の日は、小児患者は、
　 杉田玄白記念公立小浜病院（大手町）で
　 小児科医が休日診療を行います

ＢＳ４Ｋ放送対応ＳＴＢを
４Ｋ対応テレビには

おすすめします！

BS4K 放送が見れて! 録れて!
取付料金 25,000 円（税別）！

BS4K 放送対応 STB （2TB HDD 内蔵）

詳しくはチャンネル Oまでお問い合わせください。
　　　　☎ ( ０７７０) ５２−７２００

■今月の窓口

1階窓口延長

毎週金曜日（祝日・年末年始を除
く）、市役所 1 階の窓口（市民福
祉課、高齢・障がい者元気支援課、
子ども未来課、税務課、環境衛生
課、会計課）では、執務時間を
18 時 30 分まで延長しています。

≪ ≫

ベビーキッチン※
とき：30 日㊎　
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：食文化館
　　　問子育て支援センター
　　　同☎ 56・3386
親子でクッキングを楽し
みましょう
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写真連載Life
輝く子どもたち

すり鉢くぐり（法雲寺・7月 1日）

かさかさに乾いたモグサを積み上げた

逆さのすり鉢 くぐり抜ける

笠にするにはちょいと重いが

高さはすっぽりちょうどいい

手の平重ねて 込める祈りは

「いくつ歳を重ねても、変わらず健やかでありますように」




